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１．研究主題 

情報を効果的に活用し, 主体的・協働的に学ぶ児童の育成 

―自己調整学習を取り入れた授業づくりー 

 

２．主題設定の理由 

 （１）現代社会の要請から 

 令和３年の中央教育審議会答申「『令和の日本型教育』の構築を目指して」では，「みんなと同じことがで

きること」や「言われたことを言われたとおりにできること」が学校教育に求められてきた中で，正解（知

識の暗記）の比重が大きくなってきたこと，「自ら課題を見つけ，それを解決する力」を育成するための，他

者と協働する学びや自ら考え抜く学びが十分になされていないことについて指摘がされている。加えて，こ

れからの学校教育で大切にすべきこととして，「多様な子ども一人一人が自立した学習者として学び続ける

こと」や「自ら学習を調整しながら学んでいくこと」といった自己調整学習の視点が挙がっている。また令

和６年度全国学力・学習状況調査では，「課題の解決に向けて自分から取り組んだ」と考える児童生徒ほど，

各教科の正答率や挑戦心・自己有用感・幸福感等が高いという調査結果が示されている。 

 このような現状から，これからの学校教育では，「みんなで同じ学習」を目指すのではなく，「一人一人が

自分で考える学習」を目指していく必要があると考える。 

 

 （２）学習指導要領から 

 本研究は，学習指導要領総則に基づいて設定したものである。総則において，情報活用能力は，言語能力

と同様に「学習の基盤となる資質・能力」という位置づけがされており，コンピューターや情報通信ネット

ワークなどの情報手段を適切に活用した学習活動の充実が求められている。「予測困難な時代」や「Society5.0

時代」という言葉が広く浸透し始め，誰もがこれからの時代を生き抜く当事者としての意識を求められるよ

うになった現代において，児童が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を取り入れ

ることは必要不可欠である。 

 

 （３）先行研究から 

（自ら学びをコントロールする力を育む自己調整学習,友田真 著,2024 

自己調整学習 主体的な学習者を育む方法と実践,木村明憲 著,2023  より） 

 これまで述べてきたように，学習者が自身で考え取り組む学習の必要性が高まっている中，「どうすれば

自分の学習が上手くいくか」を学習者自身が理解しているのかという問題が挙げられている。このことにつ

いて友田（2024）は，一人一台端末が支給され，これまで実現しにくかった子どもたち一人一人にあった学

習方法を実現することが可能になったと，これからの学習の可能性が広がっていることを示す一方で，一人

一台端末の支給により様々な学習を展開することが可能になったのに，勉強の仕方がわからないと言ってい

る子どもが年々増えてきていると，その可能性を狭めている現状を訴えている。 また，木村（2023）は，

「教師は, 子どもたちが学習を調整する方法を教え, 主体的に調整することができるよう支援を行っていく

必要がある。」と述べており，これからの教師は，学習の内容を教えるのではなく，学習の方法を教えていく

ことが必要であることが伺える。どのように学習すればよいか考える機会を児童に与えたり，学習者が自身

で考え取り組む学習を推進していったりすることが, これからの時代を生きる子どもたちを育てていく立場

として重要視されると考えられる。 
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（４）児童の実態から 

  ―印西市立原小学校― 

 令和５年度に行った学力調査では, 国語科・算数科ともに記述式の問題が, 短答式の問題に比べ平均正答

率が低いという課題が見られた。また, 普段の学習においても, 自分の考えを自分の言葉でまとめる活動に

課題がある。その要因として, 学習の基盤となる情報活用能力がまだ身に付いていないこと, 自ら課題を設

定したり, 課題解決の方法を考えたりすることを通した活動が少なく, 主体的に学習に取り組む環境を作れ

ていないこと, 課題に対する自分の考えをもつことができていないことが考えられる。 

 

  ―白井市立清水口小学校― 

   令和５年度の全国学力・学習状況調査では，国語科において，読み取った内容を記述式でまとめることや，

他者との対話を経て，自分の意見や考えを深めることには課題が見られる。また，同調査において，「課題の

解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいましたか。」という質問に対して，「当てはまる」と回答

した児童の割合が，過去３年間で最低の数字となった。また, 普段の学習においても, 自分で学習方法を考

えること, わからない課題に直面したときに進んで行動することに課題が見られる。 

これらの結果を受け, 与えられた課題に，与えられた方法で取り組むということからの脱却が急務である

と考え，児童が自ら考えて取り組むことの出来る環境づくり目指すことにした。 

 

以上（１）～（４）を受けて，本研究主題を設定した。 

 

３．主題について 

 （１）自己調整学習とは 

 自己調整学習（Self-Regulated Learning）は，アメリカの教育心理学者，バリー・ジマーマン（Barry 

Zimmerman）らが中心となって提案している新しい教育理論体系である。自己調整学習について，ジマーマ

ンは「学習者がメタ認知，動機付け，行動において自分自身の学習過程に能動的に関与する学習を指す」と

いう説明をしている。 

これを日常的な学習に当てはめて考えると,  

①課題の解決に向けて「どのように学習に取り組むか（行動目標）」や「どのような姿を目指すのか（到達目

標）」といった目標の設定。 

②課題の解決や目標の達成に向けた学習計画の立案。 

③学習計画の実行。 

➃取り組んでいる学習活動が順調に進んでいるかの確認。また，確認によって修正が必要であると判断した

際の学習計画の調節。 

⑤「評価」「帰属」「適用」の視点を踏まえた，学習の振り返り。 

という５つの要素に分けることができる。（以下, 自己調整学習の５つの要素） 

本研究では, ５つの要素を学習者自身が主体的に進めていく学習を「自己調整学習」と定義し, それらを

取り入れた授業づくりを行っていく。 
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 （２）本実践で目指す児童の姿 

   以上の児童の実態等を踏まえて，本実践で目指す児童の姿を以下の点とした。 

情報を効果的に活用することで， 

・学習目標や学習課題にあった学習方法を自分で選択したり，自身の学習を振り返って修正したりする等，

主体的に課題の解決に取り組むことができる児童 

・学習内容を理解したり深めたりするために他者と進んで関わり，協働的に課題の解決に取り組むことがで

きる児童 

・「情報を効果的に活用する」とは， 

 問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために，情報及び情報技術を取捨選択しながら

利用していくことである。 

 

・「学習目標や学習課題に合った学習方法を自分で選択する」とは， 

どんな学習でも同じように学ぶのではなく，学習目標や学習課題に合わせて 

①何で学ぶか 

②どこで学ぶか 

③誰と学ぶか 

を選択して学習することである。 

   

  ・「学習内容を理解したり深めたりするために他者と進んで関わる」とは， 

   理解できない点や曖昧な点について質問したり, 自分の考えを他者に説明したり, 自分の考えに対して他

者から意見をもらったり, 他者と協力して課題の解決に向かったりといった, 他者との交流を通じて新た

な情報や視点を得たり, 自分の考えを整理したりすることである。 

 

４．研究の目標 

本研究は，情報を効果的に活用し, 主体的・協働的に学ぶ児童の育成を目指して，自己調整学習を取り入れ

た授業が有効であることを明らかにする。 

 

５．研究仮説及び手立て 

【仮説】 

情報を効果的に活用することで，自ら課題を設定したり，課題解決の方法を考えたりすることができ，主体

的・協働的に学ぶ児童の育成に繋がるであろう。 

【手立て①】自己調整学習シートを含む ICT の活用 

 各単元開始時に, 学習者自身で単元の学習計画を立てる時間を設ける。その際に, 自己調整学習の５つの要

素を取り入れた自己調整学習シートを活用することで, 目標の設定, 計画の立案, 実行, 計画の調整, 振り返

りを毎時間継続して行うようにすることができる。 

加えて，自己調整学習を授業に取り入れるにあたり， 

・児童の学習内容を可視化（児童同士での相互参照による学びの質の向上，協働的な学びの視点） 

・リアルタイムでの進捗把握（学習が遅れている児童や課題から逸れている児童への支援） 

・課題解決後の追加学習（学習進度や児童の到達度に合わせた学習の推進，個別最適な学びの視点） 

といった情報を効果的に活用する力が必須となってくる。 
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【各校の自己調整学習シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て②】デジタル・シティズンシップ教育の実施 

 手立て①で述べたように，本実践では情報を効果的に活用する児童の姿が求められる。加えて, 学習者自身

が主体的に学習を進めていくにあたり, ICT や情報を円滑に活用するスキルが必要である。一方で，学習にお

ける他者参照や機器を活用した個別の学習には，トラブルの種に繋がる一面もある。そこで，デジタル社会を

生きる一員として，デジタル社会における「善き社会の担い手」を目指す「デジタル・シティズンシップ教育」

を進めていく。 

デジタル・シティズンシップとは「デジタル技術の利用を通じて, 社会に積極的に関与し, 参加する能力」

（欧州評議会,2020）である。一方で, よく比較される情報モラルは, 「情報社会で適正な活動を行うための基

になる考え方と態度」（中央教育審議会,1996）である。日本では, インターネットの普及とともに問題視され

たサイバーいじめ, 個人情報流出, 著作権侵害等の問題に対応するため, 情報モラルが教育現場で重視されて

きた。主に危機回避やルール順守に重点を置いた「やってはいけないこと」「守るべきこと」を伝える教育であ

る。しかし, デジタル技術が日常に深く浸透し, 年々増えるトラブルの種類に対応するには, 抑制的な情報モ

ラルでは限界がある。そこで注目され始めたのが, デジタル・シティズンシップである。デジタル・シティズ

ンシップは単なる危機回避ではなく, それらをどう活用し, 社会に貢献していくかを考えていく能動的な側面

を持ち合わせた考え方である。これにより, デジタル技術のもつ無限の可能性に対しても, 自律的かつ論理的

な判断を下し, より効果的な使い方を考えていくことができるようになると考えられる。 

 デジタル・シティズンシップはアメリカの非営利教育団体「Common Sense Education」が提唱する６つの

領域で構成されている。 

・メディアバランスとウェルビーング 

・プライバシーとセキュリティ 

・デジタル足あととアイデンティティ 

・対人関係とコミュニケーション 

・ネットいじめ, もめごと, ヘイトスピーチ 

・ニュース・メディアリテラシー 

 これら６領域は小学校６年間を通じて理解を深めていくことが重要であり, 発達段階に合わせた理解の深化

が必要である。 

デジタル・シティズンシップの６領域 

印西市立原小学校 

（ロイロノート使用） 

白井市立清水口小学校 

（発表ノート使用） 

教師が入力 

教師が 

入力 

教師が 

入力 

教師が 

入力 
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６．授業の実際 

 本研究は, 印西市立原小学校の６年生及び白井市立清水口小学校の３年生を対象に行った。以下, それぞれの

手立てに合わせた各校の授業の実際である。 

【手立て①】自己調整学習シートを含む ICT の活用 

本研究では, 教科や単元を限定せず, 自己調整学習シートを活用して検証を行った。 

【学習の進め方】 

①単元の初めに, 自己調整学習シートを活用し, 単元の学習計画を立てる。 

②自分が考えた計画に沿って学習を進める。 

③学習の進み具合に合わせて, 自己調整シートの内容を調整する。 

 

【学習の様子】 

―印西市立原小学校― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
社会科：町人の文化と新しい学問 

児童の学習計画 

 
算数科：比例と反比例 

児童の学習計画 
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学習を進めていく中で, できたこととできなかったことを基に自分の計画を見直し, 初めに作成した計画を変

更して取り組むように指導を行った。そうすることで, その時間ごとに行う振り返りがより具体的になり, より

主体的に活動に取り組もうとする姿が見られるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の初めに作成した自己調整シート 学習終わりの自己調整シート 

 
まとめの方法も自分

で選択する 

 他者と進んで関わる児童の姿 
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―白井市立清水口小学校― 

①自分目標 

課題に合わせて自分の目標を設定する。目標を設定する際は, 行動目標または到達目標のどちらかを選び設定

する。 

②学習計画 

課題, 目標を達成するための学習計画を自分で考える。内容だけでなく時間配分も設定し, 学習の中で時間を

意識して取り組む。 

③振り返り 

振り返りをする際は, １時間の学習で課題や目標を達成することができたか。上手くいった/いかなかった要因

は何か。次回どうしていくか。という３つの視点で書く。 

➃単元の終わりに目指す姿 

学習のはじめに, この単元で目指す姿を児童に伝える。目標や学習計画を立てたり, 振り返りをしたりする際, 

常に意識し, 目指す姿がぶれないようにする。 

⑤児童の成果物 

毎時間成果物を提出させた。集中して学習できているか。学習進度はどうかを教師の方でも確認する。必要に

応じて児童に声をかけ, 学習をフィードバックしたり, 計画調整の視点をもたせたりする。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国語科：おにたのぼうし 

児童の学習計画 

① 

② 

③ 

➃ 
⑤ 
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何を使って学ぶか，誰と学ぶか，どのくらい学ぶかを児童自身が選択して学習に取り組むようになった。加え

て，自分の学習に対して，自分で責任をもとうとする意識が生まれ，どうすれば上手くいくかを考えながら学習

するようになった。学習の中で，課題や目標に合わせ，学習方法を調整する児童の姿も見られた。学習に進んで

参加しようとする児童が増え，その結果，友達同士での話し合いも活発になった。 

 
理科：ものの重さ 

児童の学習計画 

① 

② 

③ 

➃ ⑤ 

 他者と進んで関わる児童の姿 
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【手立て②】デジタル・シティズンシップ教育の実施 

 本研究では, 各学校で児童の実態に合わせて取り扱う領域を設定して授業を行った。ここでは, 取り扱った

領域, 学習の様子を例示する。 

―印西市立原小学校― 

【領域】 

ニュース・メディアリテラシー 

ネットいじめ, もめごと, ヘイトスピーチ 

【学習の様子】 

「ニュース・メディアリテラシー」の領域では, フ

ェイクニュースと正しいニュースを児童に紹介し, 

情報を受け取る側が気を付けないといけないこと

はなにかを考えさせた。世の中には数多くのデマや

悪意ある嘘の情報があふれていることを知ってい

るという反応が多かったものの, 実際にフェイクニ

ュースを見つけ出す活動では, 多くの児童がフェイ

クニュースを見破ることができなかった。活動後に

行った振り返りでは, 「写真が本物かよく見るよう

にしたい」や「他にも同じ情報を発信しているメデ

ィアがないか調べるようにしたい」など, 真偽不明

の情報や根拠に乏しい噂を確かめる方法について

よく考えることができた。 

  「ネットいじめ・もめごと・ヘイトスピーチ」の

領域では, SNS トラブル（SNS でしつこく悪口を書

かれる）の事例をもとに, 解決するための方法を考

えた。ロイロノートの共有ノートを活用し, 互いの

意見をリアルタイムで見合いながら, どんな方法を

とることができるか考えさせた。すでにライン等の

チャットによるトラブルを経験したことのある児

童も複数おり, 自分事として捉えて活動に取り組む

姿が多く見られた。活動の中で, 「匿名で悪口を言

われるのは怖い」や「文字だけだとちゃんと伝わら

ないこともある」といった反応が見られた。活動後

の振り返りでは, 一人で悩まずに相談すること, 周

りの人に事例の様な兆候が見られたときは, 信頼で

きる大人に相談することなどが大切であるとの思

いをもつことができた。 

 

 

 

 

 

児童のワークシート① 

児童の振り返り① 

児童の振り返り② 
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―白井市立清水口小学校― 

【領域】 

メディアバランスとウェルビーング 

対人関係とコミュニケーション 

【学習の様子】 

 「メディアバランスとウェルビーング」の領域で

は, 学習はじめに普段自分がどのくらいの時間メデ

ィアに触れているかを確認させた。ピラミッド型の

ワークシートを用いて整理させることで, どのメデ

ィアに割く時間が多いのか視覚的にわかるように

させた。次に理想のメディアバランスについて考え

させた。普段の自分のメディア利用を加味して, ど

の時間帯にどのくらい使うのがよいかを考えさせ

た。考えたものを家庭に持ち帰って保護者と意見交

換をさせ, 保護者の意見は朱書きで記入してもらっ

た。自分にはなかった視点を取り入れることができ, 

家庭でもメディアリテラシーについて考えるきっ

かけをつくることができた。 

 「対人関係とコミュニケーション」の領域では, グ

ループチャット内で起こった言い争いについて, ど

うすればよかったかを話し合う活動を行った。登場

人物それぞれの立場に立って話し合う様子が見ら

れ, 多角的な視点で解決方法を考えることができた。

デジタルの特性でおこりうる「言葉と気持ちのズレ」

について, 否定的な側面だけではなく, どう使うこ

とが望ましいか, どうすることでこの先よりよく使

っていけるかといった前向きな側面を考えや発言

をする児童がたくさんいて, まさしくデジタル・シ

ティズンシップ教育の姿であった。 

 

 

 

 

 

７．仮説の検証 

【仮説】 

情報を効果的に活用することで，自ら課題を設定したり，課題解決の方法を考えたりすることができ，主体

的・協働的に学ぶ児童の育成に繋がるであろう。 

 

本研究では, デジタル・シティズンシップ教育及び自己調整学習を実施する前と実施後でアンケート調査を行

った。 

児童のワークシート① 

児童のワークシート② 

児童の記述 

児童の話し合いの様子 
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【アンケート結果】（児童１６５名回答） 

  事前 事後 

情報モラルという言葉を知っていますか？ 知っている １８％ １３％ 

デジタル・シティズンシップという言葉を知っています

か？ 
知っている ４％ ４５％ 

１時間の授業の中で, 自分の学習の目標を自分で立てて

いますか。 
立てている ６３％ ８１％ 

１時間の授業の中で, 自分の学習の目標を自分でたてる

ことは大切だと思いますか。 
大切だと思う ９３％ ９３％ 

１時間の授業の中で, 自分の学習の計画を自分で調整す

ることはできますか。 
できる ７０％ ７４％ 

１時間の授業の中で, 自分の学習の計画を自分で調整す

ることは大切だと思いますか。 
大切だと思う ８２％ ８７％ 

１時間の授業の中で, 学習の振り返りを自分でしていま

すか。 
している ６９％ ８０％ 

１時間の授業の中で, 自分の学習を振り返ることは大切

だと思いますか。 
大切だと思う ９２％ ９４％ 

事前・事後アンケートより, デジタル・シティズンシップ教育については, 各学年に合わせた指導を適宜実施

したことにより, 言葉自体についての定着が進んだ。また, デジタル・シティズンシップについて知っているこ

とを尋ねる質問では, 「機器をどう生活に生かすか」や「インターネットなどの使い方や向き合い方」といった

回答が見られ, デジタル・シティズンシップの考え方である「インターネットや SNS などのデジタル技術を活用

して社会に積極的に関与し, 同時に責任ある行動を取る能力」について理解が進んできたことがうかがえる。こ

れにより情報を効果的に活用するための知識や方法を身に付け, 実行することができた。 

自己調整学習に関する質問については, ほぼすべての項目で向上が見られた。特に, 自ら課題を設定したり課

題解決の方法を考えたりすることに関する項目は, 数字として大きな変化があった。学習計画を調整することに

ついては, 「大切だと思う」との回答が８７％見られた。これは, 加除訂正が容易な情報端末機器を活用した自

己調整シートを用いたことで, シートの使い方やまとめ方に慣れ, 自分で計画を立てることが容易になったこと

が要因の一つと考えられる。さらに, 理由として「自分に合ったペースや難易度での学習ができる」や「学習の

効率と質を高められる」, 「計画のズレや間違いを修正できる」といった意見も見られ, 一度計画を立てて終わ

りではなく, 実行しながら自分に合わせて調整していくことが大切であると捉えられていることがうかがえる。

課題設定を自分で行う良さに気づくことができただけでなく, 自己調整学習の本質である「自ら持続的に学び続

ける力」も養うことができたと考えられる。 

 

８．成果と課題 

（１）成果 

  〇学年の実態に合わせてデジタル・シティズンシップ教育を行うことで, 情報を身近に捉え, 効果的な扱い

方について理解を深めることができた。 

  〇情報を効果的に活用することで, 学習の目標や計画を立てたり, 振り返りを行ったり, 自身の学習を調整

したりといった, 自ら課題を設定したり, 課題解決の方法を考えたりすることができ, 主体的に学ぶ姿に

繋がった。 

  〇情報を効果的に活用することで, 学習内容を理解したり深めたりするために他者と進んで関わることがで
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き, 協働的に課題の解決に取り組むことができた。 

 

（２）課題 

  ●３年生の実践では, 計画の修正を自分から行うことを定着させることができなかった。下学年の段階では, 

授業の最初に計画を修正する時間を設けるといった全体として自身の計画を見直す時間が必要であると

考えられる。 

  ●本研究では, 各単元において知識の定着が十分かを図ることができていない。毎時間の最後に, その時間

の学習内容が定着しているかの確認問題を実施させることで, 児童のメタ認知にも繋がるのではないかと

考える。 

  ●本研究での実践は, 継続することで知識の定着の面でも効果が表れるであろう。そのため, 学校として学

年があがっても実施できるような体制を整えることが望ましいと考えられる。 

 

 


